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令和７年度主要施策の成果（一般会計）

議会費関係

１ 議会開催日数

○定例会 ４回 会期日数 ３７日

○臨時会 １回 会期日数 １日

２ 付議事件数

○町長提出 １０２件

♢条例 ３９件 ♢予算 ２１件 ♢決算 ７件

♢その他 ２５件 ♢専決、報告 １０件

○議員提出 ２３件

♢条例 ４件 ♢決議、報告 １６件 ♢その他 ３件

３ 請願・陳情

○受付件数 ２件

４ 一般質問の人数

６月 ８人 ９月 ７人

１２月 ７人 ３月 ７人 計２９人

５ 委員会等の活動

区 分

委員会名
会 議 行政視察

所管事務調査

・研修会

・研修会

意見交換会

・懇談会

議 会 運 営 委 員 会 回 ― ― 回

総務産業常任委員会 回 回 回 回

教育民生常任委員会 回 回 回 回

議会広報特別委員会 回 ― 回 回

議会改革特別委員会 回 ― ― ―

６ 議会報告会

１会場 ２６名出席 令和８年 １月１７日
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７ 議員派遣

○議員研修

♢町村議会議員研修会（宇都宮市） 令和７年１１月２５日

○行政調査

♢滋賀県愛荘町 令和７年４月２４日～２５日

総務費関係

１ 人事関係（一般職員）

１ 職員数の状況

令和 年 月 日現在 令和 年 月 日現在 令和 年 月 日現在

一 般 職 人 人 人

う ち 再 任 用 人 人 人

技 能 労 務 職 人 人 人

う ち 再 任 用 人 人 人

計 人 人 人

注 南那須広域派遣を除いた人数

２ 新規採用及び退職数の状況

令和 年 月 日付採用者 令和 年 月 日付採用者 令和 年度中の退職者

一 般 職 人 人 人

う ち 再 任 用 人 人 人

技 能 労 務 職 人 人 人

う ち 再 任 用 人 人 人

計 人 人 人

２ 那珂川町合併２０周年記念式典及び那珂川町自治功労者表彰

令和７年１０月４日 小川総合福祉センターあじさいホール

（１）自治功労者等表彰

〇自治功労者表彰者 １名

〇特別功労者表彰者 １３名

〇高額寄附者感謝状贈呈 ２名

（２）企業版ふるさと納税感謝状贈呈 ６社
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（３）合併２０周年特別事業デザイン表彰 ３名

（４）田んぼアートデザイン協力者感謝状贈呈 １名

（５）那珂川町合併２０周年記念協賛事業

〇協賛事業実施団体 ６団体

〇補助対象事業費 ２，２８４，４０２円

〇補助金額 １，０５０，０００円

３ 町有財産管理事業

庁舎維持管理では、設備機器の保守を行うとともに、経費の削減に努めた。

町有財産管理では、町有車の管理及び町有施設の維持管理に努めた。

○那珂川町電子入札システム（物品・役務）導入支援業務 １，４１９千円

４ 防犯・交通安全対策

犯罪、交通事故のない町を目指し、身近な犯罪防止啓発活動の推進、交通安全教育

の実施及び交通安全施設等の整備に努めた。

１ 交通安全対策

○交通安全運動街頭指導

２ 交通指導員の設置

○教育指導員 １名

○一般指導員 ６名

３ 交通安全教育の実施

○認定こども園児童対象 ２５回 ２，５４０人

○小中学校児童生徒対象 １９回 ５４５人

○高齢者対象 ９回 ３２０人

４ 交通安全施設の整備

○道路反射鏡 ５基

５ 防犯施設の整備

○防犯灯 １１基

６ 高齢者運転免許証自主返納者支援事業 ３６件

５ 地域公共交通対策

住民の交通移動手段を確保するため、デマンドタクシー「なかちゃん号」及びコミ

ュニティバス「馬頭烏山線」を運行した。

１ デマンドタクシー「なかちゃん号」利用実績

〇運行日数 ２４２日
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〇乗車人数 ７，６４８人

〇１日当たりの平均乗車人数 ３１．６人

〇デマンド交通利用登録者数 ２，７０１人 令和８年３月３１日現在

２ コミュニティバス「馬頭烏山線」利用実績

〇運行日数 ３６０日 平日２４３日、休日１１７日

〇乗車人数 ２２，７３５人

３ 那珂川町地域公共交通会議 ３回

６ 企画調整

１ 会議等の開催

〇庁議 １２回

〇課長会議 ８回

〇調整担当者会議 １２回

〇那珂川町まちづくり審議会 ３回

〇那珂川町まち・ひと・しごと創生総合戦略推進委員会 １回

（２）第３次那珂川町総合振興計画「なかがわ『わくわく』プラン 」の策定

１０年後の将来像をまとめた基本構想及び令和８年度から令和１２年度におけ

る、まちづくりの各種施策をまとめた「第３次那珂川町総合振興計画「なかがわ『わ

くわく』プラン 」」を策定した。

３ 総合振興計画の進行管理

第２次那珂川町総合振興計画後期基本計画における重点事務事業など、各種事業

の進行管理を行った。

４ 総合戦略の進行管理

第２期那珂川町まち・ひと・しごと創生総合戦略における、各種事業の進行管理

を行った。

（５）過疎地域持続的発展計画の策定

過疎地域の持続的発展の支援に関する特別措置法に基づき、過疎対策の目標や施

策をまとめた「那珂川町過疎地域持続的発展計画」を策定した。

６ 過疎地域持続的発展計画の進行管理

那珂川町過疎地域持続的発展計画における、各種事業の進行管理を行った。

７ 行財政改革推進計画の進行管理

第４次那珂川町行政財政改革推進計画における、各種取組の進行管理を行った。

８ 土地利用の調整

国土利用計画法をはじめとする土地利用関係法令及び第２次那珂川町土地利用調

整基本計画等に基づき、適正な土地利用の推進を図った。
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９ ＤＸの推進

ＤＸ宣言及び基本方針・プランに基づき、全庁的にＤＸ推進を図った。

７ 地域振興

１ 産学官連携の取組み

大学等との相互友好協力協定・相互協力協定に基づき、次の事業を行った。

○宇都宮メディア・アーツ専門学校

♢広報なかがわ４コマ漫画制作

♢合併２０周年記念ポスター及びロゴマーク、マンホールデザイン作成

○宇都宮大学

♢地域経済研究会

♢社会教育実習生受入事業

○馬頭高等学校

♢那珂川学事業

♢地域連携活動発表会

２ 「日本で最も美しい村」連合加盟運営費等補助金

小砂 協議会に対して補助金を交付した。 ４００千円

３ 地域おこし協力隊事業

４名の地域おこし協力隊が、自らの創意工夫により住民らと協力しながら地域お

こし活動を実施した。 ２０，７０６千円

４ 移住定住促進事業

町内への移住定住を促進するために、次の事業を行った。

○地域資源情報バンクサイト管理運営事業 ３２８千円

♢空き家及び空地情報の登録及び紹介 契約件数 ７件

○那珂川町空き家取得費補助金 ２件 ５５０千円

〇オンラインＴＶ移住促進広告（再生回数３６，４０８回） ４９５千円

５ 上宿分譲宅地整備事業

○上宿分譲宅地造成工事（繰越明許費） ６，６００千円

○上宿分譲宅地整備付帯工事（繰越明許費） １，６２８千円

○土地分筆登記申請測量業務委託（繰越明許費） ４４８千円

８ 広報・広聴

１ 広報の発行

町行政と住民を結ぶパイプ役として広報なかがわを毎月発行し、町の事務事業等

について周知を図るとともに、令和５年度よりショートムービーが読取れる二次元

− 5 −



コードを添付することで、行政に対する関心を高めるよう努めた。

○広報なかがわ（毎月１０日発行） ５，５００部／月

２ 那珂川町公式ホームページの運営

「くらし」、「移住・定住」、「観光」、「町の紹介」、「業者の方へ」など

の柱をメインに町内外への積極的な情報発信を行うため、那珂川町公式ホームペ

ージをリニューアルし、管理運営を行った。

３ 町公式 の開設

町内外の人へ迅速かつ確実に情報を届けるため、町公式 を開設した。防災

情報や行政情報、観光情報等を手軽に受け取れる環境を整備し、情報提供の新た

な手段として周知を図った。

４ 統計調査

国・県の指定統計として次の調査を実施した。

○学校基本調査

毎年５月１日を基準日として、町内の各小中学校、幼保連携型認定こども園の設

置状況（児童生徒数、教諭の配置状況など）を調査した。

〇国勢調査

１０月１日を基準日として、町内１２９調査区の人と世帯を対象に、人口の基

本的属性などの状況を調査した。

５ 行政事務連絡等

行政区長・班長を委嘱し、事務執行の協力を得た。

○行政区長 ３７人

○行政班長 １９３人

６ 情報公開等

○情報公開の運用状況

実施機関 請求件数 公開 一部公開 非公開

町 長

教育委員会

議 会

○個人情報保護の運用状況

実施機関 請求件数 公開 一部公開 非公開

町 長
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９ 情報管理

１ 電子情報機器の管理運用

職員が安全かつ継続的に電子情報機器を使用できるよう、全庁的に運用されてい

るシステム機器の保守管理を行った。

○行政システムの保守管理

住民基本台帳や地方税務・社会保障などの業務を取り扱う基幹系ネットワークシ

ステム機器の保守管理を行った。

自治体中間サーバーと情報連携を行うための専用接続端末の運用管理を行った。

○情報システムの保守管理

庁内ネットワーク，グループウェア，総合行政ネットワーク（ＬＧＷＡＮ）など

各種システム機器の保守管理及び運用を行った。

出先拠点を含む庁内ネットワークの安定稼働の維持に努めた。

２ 電子情報セキュリティ対策

情報資産の漏洩や保有するシステムを様々な脅威から保護するために、那珂川町

情報セキュリティポリシーを改定し、情報システムの総合管理を行った。

都市交流

１ 姉妹都市：アメリカ合衆国ホースヘッズ村

○ホースヘッズ村訪問団交流事業 令和７年６月２９日～７月９日 １１名

○青少年海外体験学習派遣事業 令和７年１０月２５日～１１月２日 １３名

○合併 周年記念姉妹都市交流事業 令和７年１０月２５日～１０月３１日 ７名

２ 友好都市：秋田県美郷町

○教職員交流事業 令和７年９月１日～２日 ９名

３ 姉妹都市：滋賀県愛荘町

〇小学生のオンライン交流

馬頭小学校（４年１組） 令和８年 １月１９日 ２１名

馬頭小学校（４年２組） 令和８年 １月２１日 ２１名

馬頭東小学校（４年） 令和８年 ２月１６日 １１名

小川小学校（４年） 令和８年 ２月 ９日 ２７名
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税務

１ 町税等収入状況

○町税 （単位：円，％）

税 目 調 定 額 収 入 済 額 不納欠損額 収入未済額 収入率

町 民 税

個 人

現 年 課 税 分

滞 納 繰 越 分

法 人

現 年 課 税 分

滞 納 繰 越 分

固 定 資 産 税

固定資産税

現 年 課 税 分

滞 納 繰 越 分

交付金

軽 自 動 車 税

環境性能割

種別割

現 年 課 税 分

滞 納 繰 越 分

町 た ば こ 税

入 湯 税

現 年 課 税 分

滞 納 繰 越 分

町 税 合 計

現 年 課 税 分

滞 納 繰 越 分
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○国民健康保険税
（単位：円，％）

税 目 調 定 額 収 入 済 額 不納欠損額 収入未済額 収入率

国民健康保険税

現 年 課 税 分

滞 納 繰 越 分

○後期高齢者医療保険料
（単位：円，％）

税 目 調 定 額 収 入 済 額 不納欠損額 収入未済額 収入率

後期高齢者医療保険料

現 年 課 税 分

特別徴収 △

普通徴収

滞 納 繰 越 分

○介護保険料
（単位：円，％）

税 目 調 定 額 収 入 済 額 不納欠損額 収入未済額 収入率

介護保険料

現 年 課 税 分

特別徴収 △

普通徴収

滞 納 繰 越 分

２ 税務関係証明等

○件 数 ２，３３０ 件

○手数料 ８０９，５６０ 円

３ 地方消費税社会保障財源交付金の使途について

○歳入

♢交付金 ２４２，７８９，０００円

○歳出

♢障害者福祉費 ９３，１９６，０００円

♢老人福祉費 １０，８５９，０００円

♢児童措置費 ３７，８８５，０００円

♢社会福祉総務費 ５９，８７５，０００円

♢母子福祉費 １１，１０６，０００円

♢予防費 １８，３６６，０００円

♢健康増進費 １１，５０２，０００円
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戸籍・住民

住民の動向を記録する住民基本台帳について、転入・転出等の各種届出の正確且つ

迅速な処理を行い、住民票や印鑑証明等の証明発行事務のスピードアップに努めた。

戸籍・住民票等の件数については次のとおりである。

○戸籍届出等件数 ７４２件（届出３８５件・送付３５７件）

主なものは、出生・死亡・婚姻・離婚・入籍届出等である。

○証明等発行件数

♢窓口交付 戸籍関係 ７，２２４件

住 民 票 ４，９７２件

印鑑証明等 ４，７１１件

♢コンビニ交付 住 民 票 １，００１件

印鑑証明 ９８９件

○旅券申請・交付件数 申請 ９２件 交付 ９８件

○マイナンバーカード交付件数 １，５５７件

選挙

○参議院議員通常選挙 令和７年 ７月２０日執行 投票率５４．６０％

○那珂川町長選挙 令和７年１０月１９日執行 投票率６７．１８％

○衆議院議員総選挙 令和８年 ２月 ８日執行 投票率６２．８３％

監査委員

１ 例月出納検査の実施

○４月から毎月実施 計１２日

２ 決算審査

○一般会計及び特別会計の審査期間 令和７年７月１８日～３０日

○企業会計の審査日 令和７年 ７月 ７日

○意見書提出日 令和７年 ８月２０日

３ 定期監査

○一般会計及び特別会計の監査期間 令和８年１月７日～１５日

○企業会計の監査日 令和８年 １月１６日

○監査結果報告書提出日 令和８年 ２月２０日

４ 財政援助団体等補助監査

○ 那珂川町老人クラブ連合会補助金 令和７年１０月２０日

○ 那珂川町第九を歌う会補助金 令和７年１０月２０日

○ 那珂川町木質資源出荷促進地域活性化事業補助金 令和７年１１月２０日
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○ 馬頭温泉保護開発協会補助金 令和７年１１月２０日

○ 那珂川町商工業振興事業補助金（広重商工まつり） 令和７年１２月１９日

○ 那珂川町社会福祉協議会補助金 令和７年１２月１９日

○監査結果報告書提出日 令和８年 ２月２０日

民生費関係

１ 地域福祉の推進

「地域共生社会」の実現に向け、その指針として令和８年度から令和１２年度まで

を計画期間とする『那珂川町地域福祉推進プラン』を策定したほか、地域において福

祉の担い手となる団体等の活動を支援するなど、地域福祉を推進するための事業を実

施した。

○民生委員児童委員活動への支援 ５３人 ３，５２７千円

○地域づくり推進事業 ２７，０８０千円

♢福祉相談事業 ２カ所・５４１回 ６，６７０千円

○那珂川町社会福祉協議会補助金 ３８，０８８千円

○低所得世帯支援給付金（繰越明許） １，４２８件 ４２，９２０千円

○定額減税不足額給付金 １，９５０件 ６１，０７０千円

２ 障害福祉

障害のある人が、地域において自分らしく地域の一員としてともに生活していける

社会の形成を目指して、障害者福祉サービスをはじめとする次の事業を実施した。

○障害者福祉サービス事業 ２６８人 ５０４，０７６千円

○障害者地域生活支援事業 １２９人 ２８，５８９千円

○補装具給付及び修理 ２４件 ６，２１１千円

○自立支援 更生 医療給付 １８人 ９，８４０千円

○重度心身障害者医療費助成 ２３４人 ２４，４１０千円

○特定疾患患者見舞金 １５９人 ５，３９１千円

３ 高齢福祉

高齢者の生きがいづくり及び要援護高齢者対策として次の事業を実施した。

○敬老会（記念品贈呈） ３，４９６人 ６，９９２千円

○敬老祝金（ 、 、 、 歳） ４２３人 ３，７００千円

（ 歳） ８人 ８００千円

○緊急通報システム装置の貸付（ 現在） ６８件 ２，８９８千円
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○軽度生活援助事業 ５５人 ５３９千円

○老人福祉施設入所措置（ 現在） 養護 ２人 ６，５７４千円

○那珂川町シルバー人材センター補助金 ９，３００千円

○那珂川町老人クラブ連合会補助金 ２，４００千円

○馬頭総合福祉センター管理運営 利用者１８，０６７人 ４５，７６９千円

○小川総合福祉センター管理運営 利用者２１，７５４人 ３０，３５８千円

４ 追悼式・特別弔慰金

○戦没者消防殉職者合同追悼式 ８８人 ３８４千円

○第１２回特別弔慰金 累計：請求受付６３件、国債交付２０件（ ：２０件）

５ 国民年金

公的年金（国民年金）の必要性を十分に周知させるため、「広報なかがわ」への掲載

等により普及推進を図った。

○国民年金被保険者数 １，６６５人

（１号 １，３４０人 ３号 ３１８人 任意加入７人）

６ 児童福祉

子育て世帯を支援し、児童の健全育成を図るため、次の事業を実施した。

○認定こども園の運営 ２０６，８６０千円

♢園児数内訳 令和 年 月現在 単位：人

クラス年齢
認定こども園 歳 歳 歳 歳 歳 歳 計

ひ ば り 認 定 こ ど も 園

わかあゆ認定こども園

合 計

（うち町外児童）

町 外 保 育 園 等

○那珂川町こども園給食費の全額免除

〇施設型給付費・地域型保育給付費・施設等利用給付費 １２，３２１千円

○児童手当の支給

区 分 支給月額 円 延べ児童数 人 支給金額 千円

０歳から３歳未満
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３歳以上小学校修了前

中学校修了前

高校生年代

合 計

（上段：第１子・第２子、下段：第３子以降）

○遺児手当の支給 児童４人 ２４千円

○放課後児童クラブの運営 ６２，０８７千円

♢入所児童数内訳（上段：通常利用、下段：一時利用） 令和 年 月現在 単位：人

小学校
クラブ 馬頭小 馬頭東小 小川小 計

馬 頭 放 課 後 児 童 ク ラ ブ ―

小 川 放 課 後 児 童 ク ラ ブ ― ―

合 計

○子育て支援センターの運営 ４，２５２千円

♢利用者数内訳 単位：人

利用者
センター

保護者 子ども 計

子 育 て 支 援 セ ン タ ー わ か あ ゆ

※子育て支援センターひばりは休所中

○子育て短期支援事業 延べ ５日 ２４千円

○病児保育事業 延べ１９人 １，３８１千円

○結婚促進事業

♢婚活イベント ２回 ２，２９６千円

○児童虐待防止対策

♢要保護児童対策地域協議会 代表者会議 １回

実務担当者会議 ９回

個別ケース検討会議 １３回

〇支援対象児童等見守り強化事業 ３６回

○子ども・子育て会議 １回
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○医療費助成事業 

事 業 名 対象人数(人) 助成人数(人) 助成件数(件) 助成額(千円) 

こ ど も 医 療 費 助 成 1,331 1,324 16,948 39,834 

妊 産 婦 医 療 費 助 成 48 43 381 1,382 

ひとり親家庭医療費助成 240 60 923 2,495 

養 育 医 療 費 助 成 1 1 5 535 

育 成 医 療 費 助 成 0 0 0 0 

○子育て支援住宅運営事業 

  ♢子育て世帯用住宅「エミナール那珂川」       賃借料 ２４，４８０千円 

 ♢子育て支援施設「子育て支援センターわかあゆ」   賃借料  ５，２８０千円 

○物価高対応子育て応援手当支給事業    １，３０３件   ２６，０６０千円 

○合併２０周年記念コンサート事業                 ２５２人 

 

衛 生費関係  

 

１ 保健予防 

「笑顔があふれ 明るく元気で 心あたたまるまち」を目指して、令和８年度から

令和１２年度までを計画期間とする『那珂川町健康増進計画』を策定したほか、「自分

の健康は自分で守る」という町民の健康意識の高揚と、健康水準の向上を図るため、

健康づくり及び健康増進事業を実施した。 

(１)健康づくり事業 

生活習慣病を予防・改善するために、栄養・食生活、運動・身体活動の見直しや

習慣化についての支援を実施した。 

○那珂よし健康ポイント事業  ２５３人 

○健康イベント                 ３６回  延べ１，０２３人 

○食生活改善推進員協議会            １２回   延べ  ３７７人 

○那珂よし涼み処  公共施設  ８箇所 

                           民間施設 １２箇所 

(２)健康増進事業 

疾病の早期発見、早期治療を目的とした各種検診事業など、心身の健康の維持・

増進を図る事業を実施した。 

○病態別栄養相談 ２２回 ３２人 

○基本健康診査（20～39歳） ２１回 １９６人 

○胃がん検診（20歳～） ２１回 ７２９人 
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○子宮頸がん検診（集団検診）（20歳～） １４回 ９１１人 

○子宮頸がん検診（個別検診）（20歳～）  ３６人 

○乳がん検診（集団検診) (20歳～) １４回 １，４４９人 

○乳がん検診（個別検診) （41歳）  １人 

○大腸がん検診（20歳～） ２２回 ２，２９２人 

○肺がん検診（20歳～） ２１回 ２，２８１人 

○前立腺がん検診 １１回 ９１１人 

○胃がんリスク検診 ２１回 ６８人 

○肝炎ウィルス検診 ２１回 ３５３人 

○骨粗しょう症検診 １４回 １６３人 

○歯周疾患検診 ７～９月 ４１人 

○ゲートキーパー養成講座 ４回 １４９人 

○なかがわフィットネス倶楽部          １０回 ２２５人 

○がん患者医療用ウィッグ等購入費助成  １０件 

(３)母子保健対策事業 

那珂川町こども家庭センターを設置し、妊娠期から切れ目のない相談支援を実施

した。また、母子保健法に基づく健康教育・相談及び各種健診を実施した。さら

に、成長過程におけるさまざまな発達課題に対して、関係機関と連携をとりなが

ら、子どもの健やかな成長を促すことを目的とした発達障害児支援事業を実施し

た。 

○乳児訪問（こんにちは赤ちゃん事業）  ２２人 

○母子健康手帳の交付  ２５人 

○育児パッケージ贈呈事業  ２２人 

○乳児健診（４か月・８か月） ６回 ６０人 

○１歳児相談 ６回 ２８人 

○１歳６か月児健診 ６回 ３８人 

○２歳児相談 ６回 ３６人 

○３歳児健診 ６回 ４１人 

○幼児フッ素塗布事業             ７～９月       ５８人 

○年長児歯科巡回相談 ２回 ７０人 

○妊婦一般健康診査助成  ２８５回 

○産婦健診  ４７回 

○産後ケア                              １１人 

○産後サロン １１回 ７６人 

○マタニティクラス＆ママクラス            １０回       ８１人 
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○離乳食教室                      ９回       ３５人 

○出張もぐもぐ教室（栄養相談）            １４回       ８２人 

○わくわくクッキング               １回       １８人 

○おやこの食育教室                １回       １５人 

○小児生活習慣病予防教室（小学校） ３回       ７５人 

○     〃     （中学校）           ２回       ８６人 

○のびのび発達相談・のびのび訪問 ５回    １２９人 

○乳幼児発達相談 ２回 ３人 

○ひまわり教室（早期療育教室・年長児）        １１回      １１８人 

○かるがも教室（   〃  ・２・３歳児）      １１回       ８１人 

○認定こども園運動プログラム実践事業                 １０回 

○思春期教室（小学校） ３回   ７２人 

○  〃  （中学校）              ２回       ６９人 

○子育て講演会                  １回      ２５６人 

○母子保健推進員会議・研修会                     ２回 

○不妊治療費助成事業                          ２件 

○新生児聴覚検査助成                         ２７回 

○先天性股関節脱臼検査費用助成事業                  １９人 

○出産・子育て応援給付金事業                      ５件 

○妊婦のための支援給付金                      ６０件 

○合併２０周年記念オリジナルギフト事業            １，３０７人 

(４)感染症予防対策 

感染症等の発症を予防するため、予防接種法に基づく予防接種のほか、各種任意

予防接種を実施した。 

○定期予防接種  

♢ＢＣＧ  ３５回 

♢麻しん・風しん混合 ６６回 

♢二種混合 ５６回 

♢四種混合 １８回 

♢五種混合 １２７回 

♢インフルエンザ（高齢者） ４，２４５人 

♢新型コロナ（高齢者） １，６３２人 

♢肺炎球菌（高齢者）                           ８６人 

♢帯状疱疹（生ワクチン）                    １６３人 

♢帯状疱疹（組み換えワクチン）               延べ３８２人 
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♢日本脳炎 １８３回 

 ♢ヒブ                                ４回 

 ♢小児用肺炎球菌                         １４１回 

 ♢水痘                               ５６回 

 ♢Ｂ型肝炎                             ９７回 

♢子宮頸がん                          １０２回 

 ♢ロタ                               ７３回 

○任意予防接種の助成     

♢帯状疱疹（生ワクチン）                           ３４人 

♢帯状疱疹（組換えワクチン）                    延べ１２９人 

♢肺炎球菌                             ６人 

♢麻しん風しん（大人）                       ２人 

♢風しん（大人）                          ３人 

 ♢インフルエンザ（小児）                     ３２５回 

 ♢インフルエンザ（大人）                     ８０４回 

 
２ 環境衛生 

住民の生活環境の整備を図るため、次の事業を実施した。 

(１)一般廃棄物収集処理対策事業 

廃棄物の分別収集とリサイクルに取り組むために、廃棄物収集事業を実施した。 

  〇一般廃棄物処理量合計        ４，１２３．０ｔ 

搬入別内訳  

♢町委託業者搬入   ３，１２９．９ｔ 

 ♢直接搬入        ３１１．９ｔ 

♢事業系搬入       ６８１．２ｔ 

廃棄物種別内訳  

♢燃やすごみ       ３，４０３．５ｔ 

♢燃やさないごみ  １２９．８ｔ 

♢資源物※ ４９１．５ｔ 

♢粗大ごみ ９２．５ｔ 

♢有害ごみ ５．７ｔ 

 

 

 

 

※資源物内訳 

・スチール缶  １８．３ｔ 

・アルミ缶    ６．５ｔ 

・ペットボトル ３８．２ｔ 

・びん類   １０２．２ｔ 

・紙類    ２５８．５ｔ 

・布類     ６７．８ｔ 
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(２)環境のまちづくり事業 

第２次那珂川町環境基本計画に基づき、環境のまちづくり事業を、次のとおり実

施した。 
  ○低炭素まちづくり推進設備等導入補助 

   ♢太陽光発電設備               ７件  補助額    ５５３千円 
   ♢高効率給湯器                 ２３件  補助額    ４６０千円 
   ♢木質バイオマス暖房設備          ４件  補助額    ４００千円 

   ♢定置型蓄電池                 １１件  補助額    ５５０千円   

♢電気自動車                 ４件  補助額    ４００千円 

   ○生ごみ処理機器購入補助           ９件  補助額    ２４４千円 

  ○環境教室（町・学校主催）の開催       １件  参加者       ９人 

  ○資源ごみ回収支援              １２団体 ４３回  ７５，３８８㎏ 

  ○牛乳パック資源化運動   

♢なかちゃんトイレットペーパー交換（紙パック資源化）  

生活環境課・小川出張所窓口受付（通年）      収集量 ３，３９０．０㎏ 

♢町内小学校において給食用牛乳パックの資源化を実施 収集量   ５８５．０㎏ 

○生ごみ堆肥化事業  

♢市街地区域において生ごみ堆肥化事業を実施 １，２２０世帯  １４６，０４１㎏ 

 (３)畜犬対策事業 

動物愛護について正しい知識の普及を図るとともに、狂犬病予防法等に基づく登

録、予防注射を、次のとおり実施した。 

○犬登録数（年度末）         ６８２頭 

うち犬新規登録数           ４２頭 

○犬予防注射             ３８７頭 

○野犬捕獲・不用犬引取り        ２０頭 

 

(４)浄化槽設置整備事業 

生活排水による公共用水域の水質汚濁防止を図るため、浄化槽設置に対し補助を

行った。 

○浄化槽設置整備補助金 １０件   ３，６４８千円 

(５)放射能対策 

 ○空間放射線量測定 

馬頭図書館隣接地にて測定、その結果をＨＰ等に公表した。 

３ 公園墓地・小川墓地 

公園墓地２００区画及び小川墓地２４区画の維持管理を行った。 
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４ 環境保全対策

町民が健康で安全な生活を営むため、公害防止対策等の推進に努めた。

１ 河川等の水質検査の実施（１５か所、７月及び１月実施）

２ ＰＦＡＳ水質検査の実施（２か所、７月実施）

３ 騒音、悪臭等の防止対策

４ 不法投棄監視員２名が、月１０回の巡回監視を行った。

５ 不法投棄物の回収処理を行った。

６ 環境美化県民運動 参加者 ２，４５８人

収集量 ２，５６８

７ 小型家電リサイクル イベント回収 収集量 ２，０８０㎏ 

窓口回収 収集量 ２，５０５㎏

８ 製品プラスチックリサイクル イベント回収 収集量 ８４０

農林水産業費関係

１ 農業委員会

農業委員会等に関する法律に基づき、農業生産力の発展及び農業経営の合理化を図

り、農家の地位向上に寄与することを目的に事業を行った。

１ 農地法に係る権利の設定・移転・転用等の許認可事務とともに、農地中間管理事業

の推進に関する法律に基づく利用関係の調整や農地流動化の推進活動を実施した。

○農地法３条（農地の権利移転等） ３０件 ７９筆 ８．５３

○農地法４条（自己農地の転用） ４件 ４筆 ０．１０

○農地法５条（転用での権利設定・移転） ３１件 ３８筆 ２．９６

○非農地証明 ５件 ８筆 ０．５２

○非農地判断 ２８筆 ２．７４

○利用集積 ５１件 １６８筆 ２８．４８

２ 農地の公的管理主体として、食糧の生産基盤である優良農地の確保と有効利用の促

進を図った。また、農地パトロールを行い、利用状況調査を実施した。

３ 農業者年金のリーフレットを配布するなどして、制度の普及及び加入推進を行い、

年金の適正な受給による農業者の老後の生活安定に努めた。

４ 関係機関と連携し、農業経営の近代化・合理化の基礎となる農業簿記、記帳指導及

び農業青色申告制度の普及推進活動を実施した。

２ 農業振興事業

地域の持つ優位性を活かした農業経営の確立を目指すため、中山間地域等直接支払

交付事業及び多面的機能支払交付事業により、中山間地域での農用地の維持及び農地
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の持つ多面的機能の維持に資する農地、農業用施設の保全活動を実施する関係団体に

対して支援を行った。

その他、農業団体組織育成支援、米の過剰生産の抑制対策、新規就農者支援、パイ

プハウス等の導入による園芸作物の振興及び規模拡大支援、農作業の省力化支援等

を、次のとおり実施した。

（単位：千円）

事 業 名 事 業 内 容 事 業 費 備 考

中 山 間 地 域 等 直 接 支 払 交 付 事 業 農地保全のための共同作業支援
交付事業

推進費

多 面 的 機 能 支 払 交 付 事 業
農用地、水路、農道等の地域資源

保全のための共同活動支援

交付事業

推進費

農 業 団 体 組 織 育 成 事 業 農産物生産団体組織の活動支援
再生協

ＪＡ

経 営 所 得 安 定 対 策 事 業
需要に応じた米生産の推進

水田の畑地化利用の促進
再生協

新 規 就 農 者 育 成 総 合 対 策 事 業
経営開始資金 人

経営発展支援事業 人

園 芸 作 物 振 興 対 策 事 業
園芸作物の新規導入、規模拡大

支援 人
総事業費

農 作 業 省 力 化 対 策 事 業

自走式草刈機の導入 人

トラクタ用モアの導入 人

農業用ドローンの導入 人

農業用燃料・資材等高騰対策事業 件

新基本計画実装・農業構造転換支援事業 集出荷施設の再編・集約支援 令和８年度へ繰越

３ 畜産振興事業

和牛の生産振興対策及び肉用牛と乳用牛の疾病予防対策、血統管理を、次のとおり

実施した。

（単位：千円）

事 業 名 事 業 内 容 事 業 費 備 考

畜 産 振 興 事 業

那珂川牛振興事業

家畜伝染病予防対策事業

優良乳用後継子牛保留事業

牛群検定事業

４ 土地改良事業

農業生産基盤及び農村生活環境基盤整備のため、農道整備事業を実施した。
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（単位：千円）

事 業 名 事 業 内 容 事 業 費 備 考 

農 業 集 落 排 水 事 業 
下水道事業負担金 

下水道事業出資金 
27,724  

町 単 農 村 振 興 事 業 町単独農村振興事業費補助金   11件 2,465  

県 単 農 業 農 村 整 備 事 業 
農道整備事業(和見地区・小川地区) 

県単独土地改良事業       5件 
40,271  

農 業 団 体 組 織 育 成 事 業 那珂川町土地改良区 2,988  

防災重点農業用ため池事業 
池ノ入溜実施計画策定・大平溜廃止設計 

高手溜実施計画策定 

7,524 

5,500 

繰越明許 

現年 

 

５ イノシシ肉加工事業 

イノシシ肉加工施設を運営し、獣害の軽減及び特産品生産による地域の活性化を図

った。 

（単位：千円）

事 業 名 事 業 内 容 事 業 費 備 考 

イノシシ肉加工事業  イノシシ肉加工販売事業 24,250 取引件数       286件 

 

６ 林業振興事業 

   野生鳥獣による農作物への被害軽減を図るため、有害鳥獣捕獲従事に対する支援を

行った。 

また、森林の有する多面的機能を維持、発揮させるため、とちぎの元気な森づくり

事業等により、里山の景観保全及び維持管理を行うとともに、八溝産材の需要拡大の

促進による地域林業の振興と定住促進を図るため、木材需要拡大事業を実施した。 

（単位：千円）

事 業 名 事 業 内 容 事 業 費 備 考 

狩猟免許取得等支援事業 狩猟登録経費支援          32人 173  

有害鳥獣捕獲強化支援事業 
有害鳥獣捕獲支援(イノシシ 302頭、ハクビシ

ン 30頭、アライグマ 9頭、カワウ 24羽) 
1,875  

農 作 物 等 鳥 獣 被 害 

防 止 対 策 事 業 
電気柵等の導入支援         13件 512  

木 材 需 要 拡 大 事 業 八溝材使用新築住宅補助        5件 8,286  

と ち ぎ の 元 気 な 

森 づ く り 事 業 
里山林管理事業補助金     1箇所  3.0ha 600  

森 林 ・ 山 村 多 面 的 

機 能 発 揮 対 策 事 業 
里山林保全 47.4ha、森林機能強化等 877  
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森 林 環 境 整 備 事 業
林道維持・改良工事 路線

里山林下刈り 箇所

〇林業施設利用状況

施 設 名 利 用 者 数 備 考

特 産 品 生 産 施 設 人

商工費関係

１ 商工業の振興

商工会が中心となって実施したまちづくり事業、商店街活性化事業、商工業振興事

業等について支援した。また、中小企業振興策として物価高騰対策支援交付金の給付

や融資制度の利用促進を図った。

１ 商工会支援

○那珂川町経営改善普及事業費補助金 １３，２４５千円

○那珂川町商工業振興事業費補助金 ４，８８７千円

○那珂川町プレミアム商品券発行事業補助金 ２９，７７８千円

２ 中小企業支援

○原油・物価高騰対策中小企業支援交付金 ２８７件 ２２，２５０千円

３ 中小企業振興資金融資状況

○新規貸付 ３４件 １６４，３００千円

○信用保証料補助 ３４件 ３，２０７千円

２ 観光の振興

那珂川町として、観光協会などの観光関連団体とともに、町内の観光施設の案内、

温泉郷・飲食店等の紹介、観光プロモーションの推進、地元特産品の宣伝及び観光イ

ベントへの参加などに積極的に取り組み、交流人口の増加を推進し、地域の活性化に

努めた。

１ 観光関連団体への補助

○那珂川町観光協会 １１，０４９千円

○馬頭温泉保護開発協会 ９００千円
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２ 主な観光施設の利用状況（令和 年 月 日～令和 年 月 日） 単位：人

施 設 名 利 用 人 数 備 考

青少年旅行村（那珂川 ｸ ﾞ ﾘ ｰ ﾝ ﾋ ﾙ） 指定管理施設

温 泉 浴 場 ゆ り が ね の 湯 指定管理施設

ま ほ ろ ば の 湯 湯 親 館 指定管理施設

道 の 駅 ば と う

ふ る さ と の 森 公 園

ま ほ ろ ば キ ャ ン プ 場 指定管理施設

３ 消費者行政

消費者被害拡大防止のために啓発チラシを作成し、役場や関係機関等の窓口に設置

した。併せて町広報に消費者相談などの記事を掲載し啓発に努めた。消費者生活相談

は、大田原市消費生活センターに業務を委託し、専門職員による対応を行った。また、

特殊詐欺電話撃退機器購入費補助により、高齢者の特殊詐欺被害防止に努めた。

○消費生活相談受付件数 ５１件

○特殊詐欺電話撃退機器購入費補助金 ９件 ４５千円

４ 消費者物価高騰対策

国が創設した「物価高騰対応重点支援地方創生臨時交付金」を活用し町民の生活支

援、並びに町内消費喚起による地域経済の活性化を図った。

○物価高騰対応生活応援商品券事業 １，５００千円 （令和７年度支出）

（２１８，５００千円）（令和８年度へ繰越）

５ 開発推進

栃木県企業立地促進協議会等を通じ、情報収集に努めるとともに、既存立地企業の

フォローアップを行い、企業の定着促進を図った。

土木費関係

１ 道路橋りょう整備事業

道路は、生活の利便性の向上や産業の振興に大きな役割を果たしていることから、

地域間の幹線道路や生活道路を整備した。また、都市間を結ぶ主要幹線道路である国・
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県道の整備を関係機関に要望した。

（単位：千円）

事 業 種 別 路 線 名 等 事 業 内 容 等 事業費 備 考

改 良 舗 装

上 郷 須 賀 川 線

繰 越 明 許

改良舗装工事

一 渡 戸 大 鳥 線
舗装工事

～

小 砂 矢 倉 線
舗装工事

～

萱 場 片 平 線
舗装工事

～

東 片 平 線
舗装工事

～

橋梁長寿命化

西 芳 井 ２ 号 橋 橋梁修繕

道 路 施 設 点 検 橋梁点検 橋

２ 住宅・建築物耐震改修等事業

既存民間住宅の耐震性の向上を図るため、個人が行う耐震診断・耐震建替等の

事業に対する補助及び広報活動を行った。

〇木造住宅耐震診断士派遣業務

♢耐震診断 件 ９６千円

３ 地籍調査事業

那珂川町の土地の実態を正確に把握するため、国土調査法に基づく地籍調査事業

（大内ⅩⅢ・盛泉Ⅸ地区の調査・測量、大内Ⅻ・盛泉Ⅷ地区の複図作成・数値情報化）

を実施した。

（単位：千円）

事業名 事 業 内 容 事業費 備 考

地籍調査事業

調査・測量業務 大内ⅩⅢ地区 ＝ ｋ㎡

調査・測量業務 盛泉Ⅸ地区 ＝ ｋ㎡

複図作成業務 大内Ⅻ地区、盛泉Ⅷ地区
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数値情報化業務 大内Ⅻ地区、盛泉Ⅷ地区

４ 公 園

町民の身近な交流の場・憩いの場として、施設の維持管理に努めた。また、地域

にとって身近で快適に利用できる公園とするため、馬頭公園再整備実施計画に基づ

き馬頭公園トイレ新築工事を行った。

○公園管理事業

♢馬頭公園内（芝生、法面、樹木、トイレ等）管理業務 ３，０２６千円

♢公園遊具等点検業務、公園施設修繕 ８２千円

♢室町小公園管理業務 １２３千円

♢馬頭公園トイレ新築工事（令和８年度へ繰越） （３５，０００千円）

５ 住 宅  

町営住宅２２１戸、町有住宅７７戸の維持管理を行い、良好な居住環境の整備に努

めた。また、政策空家となっている町営松ヶ丘住宅４号棟（５戸）の解体工事を行

った。

○町営住宅等管理事業

♢住宅給排水設備等修繕（大宝地住宅、サン・コーポラス馬頭他）３，６１３千円

♢住宅設備等保守点検業務（水道施設、消防設備、排水設備等） ２，１０８千円

♢町営松ヶ丘住宅４号棟解体工事 ２０，０２０千円

♢サン・コーポラス馬頭曝気槽配管工事 ２，１４５千円

消防費関係

１ 火災の概況

令和７年度中の那珂川町における火災出動件数は７件で、前年度から１件の減であ

った。

○火災種別件数 建物２件、林野２件、その他２件、車両１件

○火災地区件数 馬頭２件、小川３件、三輪１件、芳井１件

２ 消防施設の整備

○消防ポンプ自動車の購入 第４分団第４部（松野）
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３ 消防団点検・訓練関係

１ 点検

○６月２２日 那珂川町消防団夏季点検 出動率 ６６．７％

○１０月１２日 那珂川町消防団内点検・通常点検 出動率 ５４．０％

２ 訓練

○４月２０日 教養訓練 ８２名参加

○９月７日 大規模林野火災対応訓練 ２２４名参加

４ 防災関係

１ 水防対策

○大雨による警戒（７月２日）

２ 孤立可能性集落対策

土砂災害等の発生により孤立する可能性のある集落に資機材を整備し、防災力の強

化を図った。

○備蓄品の配置（富山地区）

教育費関係

１ 学校教育

１  小学校・中学校

文部科学省及び県教育委員会の教育施策を踏まえ、未来を担う子どもたちが豊か

な情操と道徳性を身につけ、国際的視野を持ち、郷土・社会に貢献しうる実践力と

創造性に富む人づくりに努めた。町教育基本方針に基づき、活力に満ちた教育活動

を推進し、学びの基盤をつくる確かな学力、心身ともに健康で豊かな人間性を養い、

各校の創意工夫のもと積極的に教育の推進を図った。

なお、教育環境の充実、教育施設等の整備のための主な事業を、次のとおり実施

した。

○スクールカウンセラー等配置事業 ２，２２１千円

○小・中学校ＧＩＧＡスクール運営支援業務 ２，４２０千円

○小学校教材備品費 １，０８８千円

○中学校教材備品費 １，５００千円

○小学校就学等援助費 １，２４２千円

○中学校就学等援助費 ２，６８４千円

〇入学・進学支援金交付事業 １２，２９３千円

○小学校スクールバス運行管理業務 ３９，５７４千円
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○中学校スクールバス運行管理業務 １０，９８３千円

○小学校児童通学費補助 ２０千円

○中学校生徒通学費補助 ３１０千円

○総合学習推進費補助 ４５０千円

○外国語指導助手設置費 １９，８１３千円

〇小学校学習用端末購入事業 ２６，４５５千円

〇中学校学習用端末購入事業 １６，５５５千円

○中学校体育館空調設備賃貸借業務 ７，２１７千円

〇馬頭中学校配膳室改修工事 ２３，１００千円

○中学校受変電設備改修工事（繰越明許） １０，１６８千円

○教育情報セキュリティポリシー策定支援業務 ２，９９２千円

○小学校社会科副読本制作業務 ２，８９３千円

２ 通学費等補助

栃木県立馬頭高等学校の生徒の確保と維持存続を図ることを目的に、在学する生

徒に対し、通学費等の補助を行い保護者の負担を軽減した。

○通学費等補助 ５，４５６千円

３ 学校給食センター

学校給食法の趣旨を踏まえ、学校給食センターの衛生管理に万全を期すとともに、

児童生徒の心身の健全発育のため、栄養のバランスに配慮した給食を提供した。

また、学校給食を活用した食育の推進に努めた。

○給食実施状況

♢小学校３校、中学校２校、児童生徒職員数８０７人

♢完全給食 給食実施回数１９９回（うち米飯１１７回）

給食実施総食数１５５，０８４食

○那珂川町学校給食費全額免除事業

♢子育て世帯の経済的負担の軽減や、安心して子育てのできる環境づくりの地域振

興策として児童・生徒の給食費を全額免除した。

２ 生涯学習

町民が生涯学習を実践することができるよう学習環境の形成に努めた。

また、生涯学習の観点にたった社会教育活動を推進し、青少年をはじめ成人、高齢

者を対象に各種学級、講座を開催し、学習機会の提供に努めた。実施にあたっては、

指導者の養成と社会教育団体の育成を目的に学習活動を展開した。

次に、芸術文化の分野では、町民に活動の機会を提供するなど文化団体の育成と文

化の振興に努めた。さらに、町民一人ひとりが郷土の歴史を理解し、郷土愛の精神を
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養うために地域の文化遺産に関わる学習の機会を提供した。

１ 社会教育

○社会教育委員会並びに公民館運営審議会の開催 １回

○社会教育指導員の配置 １名 

◯なかがわ町民大学男女共同参画講演会の実施

令和７年１１月２９日 馬頭総合福祉センター集会室

人生に「もう遅い」はない！〜世界最高齢プログラマーに学ぶ〜

講師 若宮 正子 氏（ＩＴエバンジェリスト） 

○那珂川町コミュニティ・スクールの推進と周知活動 

○社会教育施設再編計画策定 

２ 青少年教育

青少年の社会参加と体験学習を推進するため、中・高校生を対象としたボランテ

ィアリーダーの養成や社会教育団体が実施する事業の支援を推進するとともに、青

少年の健全育成に努めた。

○ジュニアボランティアズクラブの育成・指導

○青少年育成協会主催事業への支援（ボランティア活動）

◯令和８年那珂川町二十歳の祝い 令和８年１月１１日

（対象者１２６名 参加者８６名 参加率６８．３％）

３ 家庭教育等

家庭教育学級を開設し、家庭教育の重要性について理解を深めるとともに、家庭

での実践を促すために親学習プログラムを実施した。

○家庭教育学級 馬頭小学校・馬頭東小学校・小川小学校

◯家庭教育オピニオンリーダー｢こうまの会｣、県東親育ちスマイルネット那珂川支部

ぱれっとへの支援

４ 公民館活動

歴史学習、自然体験学習、ものづくり体験、高齢者・小学生・親子向け講座など、

幅広い学習の場の提供に努めた。

また、小川公民館の管理運営に努め、地域住民や行政機関、学校、文化団体など

による活動及び交流の場として提供した。

○シニアここから教室 １１回 参加者 ３１５人

○ものづくり教室 １５回 参加者 ３７５人

○古典講座 ５回 参加者 １４０人

○ハピ飯教室 ４回 参加者 ５０人

○エンジョイキッズ教室 １０回 参加者 １２９人

○親子わくわく教室 ７回 参加者 １７２人

− 28 −



○自然体験活動（ネイチャークラブ）（夏、冬） ２回 参加者 ５５人

○小川公民館の利用 件数 ２９４件 利用人数 ２，１２２人

◯小川公民館維持管理

５ 国際交流活動

国際社会への対応と国際理解を深めるため、青少年海外体験学習派遣事業、合併

周年記念姉妹都市交流事業、ホースヘッズ村訪問団交流事業、国際理解講座の４

事業を実施した。

〇青少年海外体験学習派遣事業 参加者 １３名

○合併 周年記念姉妹都市交流事業 参加者 ７名

〇ホースヘッズ村親善訪問団交流事業 ホームステイ受入家庭数 ８世帯

〇国際理解講座 参加者 ２４名

６ 芸術文化活動

文化祭の開催や文化団体の育成に努めた。また、町内の小学校で移動音楽鑑賞教

室や栃木県巡回伝統芸能公演を、次のとおり実施した。

○文化祭の開催

種 目 期 日 場 所 出展数・参加者数

総 合 展 月 日・ 月 日 総合体育館 点・ 名

児 童 生 徒 作 品 展 月 日・ 月 日 総合体育館 点・ 名

菊 花 盆 栽 展 月 日～ 月 日 なす南旧小川経済店舗 点

邦 楽 民 謡 舞 踏 祭 月 日 あじさいホール 名

○移動音楽鑑賞教室の実施

令和７年６月２３日 あじさいホール 小川小学校全児童及び教職員

「馬頭琴と揚琴コンサート」を実施

○栃木県巡回伝統芸能公演の実施

令和７年６月２６日 あじさいホール 馬頭小学校全児童及び教職員

「はなしの伝統芸能「落語」」を実施

◯南那須地区音楽祭

令和７年１０月７日 あじさいホール

小中学校（合唱・合奏の部）、一般団体による音楽祭

○文化団体の育成支援

○子どもの森の管理
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７ 文化財保護事業

○文化財 技術 伝承者の育成

♢文化財愛護会 那珂川町の歴史資源の啓蒙普及事業と活用事業

♢なす香 解説、保護、ボランティア活動人材育成

○文化財国庫補助事業

♢町内遺跡分布地図作成事業 町内踏査調査

○文化財教室の開催

小中高等学校への歴史学習支援のため文化財教室を開催

♢ ６月１６日 社会科 塩谷中学校 ５３人

♢ ７月 ８日 総合的な学習の時間 小川中学校 ３３人

♢ ９月２４日 総合的な学習の時間 小川中学校 ３３人

♢１０月 ８日 総合的な学習の時間 小川中学校 ３３人

♢１０月２９日 総合的な学習の時間 小川中学校 ３３人

♢１１月１３日 総合的な学習の時間 小川中学校 ３３人

♢１１月２７日 総合的な学習の時間 馬頭中学校 ３８人

♢１２月 ４日 総合的な学習の時間 馬頭中学校 ４８人

○文化財資料・図書刊行

『合併 周年記念冊子 那珂川町の歴史探訪』 部（頒布・販売用）

８ 美術館の運営

開館から２５年が経過し、劣化が著しい屋根ルーバーなどを改修するため大規模改

修工事を実施した。工事期間中である６月から２月まで休館としたが、企画展、公募

展を予定どおり開催したほか、休館中は出張展示を町内各所、県内美術館にて実施す

るとともに、友好都市への作品貸出をおこなった。

また、学校連携事業やコンサート等の活動をとおして、文化芸術の普及啓発を図った。

○馬頭広重美術館大規模改修工事 ２４８，４２４千円

・外部改修工事（屋根ルーバー、外壁ルーバー、屋根補修 等）

・内部改修工事（和紙スクリーン更新 等）

○展覧会 企画展１回 公募展１回

会期 展覧会名 入館者（人）

月 日～ 月 日（前期）

月 日～ 月 日（後期）
企画展 那珂川町馬頭広重美術館のたからもの展

月 日～ 月 日 公募展 那珂川町を描く 心に残る風景

計
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・公募展 応募総数 １０４点

審査の結果、入選以上の８０点を展示室に展示

一般の部５０点、子どもの部３０点

○出張展示 ７回

・ 月 日～ 月 日 東海道旅三昧（道の駅ばとう） １５点（複製）

・ 月 日～ 月 日 広重の富士山（役場庁舎内） ３６点（複製）

・ 月 日～ 月 日 広重の富士山（なす風土記の丘資料館） ３６点（複製）

・ 月 日～ 月 日 ミニ出張展示（町文化祭会場） ７点（複製）

・ 月 日～ 月 日 東海道旅三昧（役場庁舎内） ２４点（複製）

・ 月 日～ 月 日 東海道旅三昧（道の駅ばとう） １５点（複製）

・ 月 日～ 月 日 清親と安治の東京名所展 ５１点

鹿沼市立川上澄生美術館

○作品貸出

・ 月 日～ 月 日 秋田県美郷町（友好都市）

広重・月耕・巴水・松亭描く時代の景色 ５２点

○町民参加型展覧会【視聴覚研修室ギャラリー】

会期 展覧会名 入館者（人）

月 日～ 月 日 星和真展「私が描いてきたもの」

月 日～ 月 日 梶原良成「ともに生きる時空」

月 日～ 月 日 下野手仕事会

計

○文化芸術普及活動等

・ミュージアムトーク ４回 参加者 ９０人

・ワークショップの開催 ３回 参加者 ３３人

・学芸員講座 ２回 参加者 ３８人

・学校連携事業 出張授業「美術館と浮世絵について」

９月 ２日 馬頭中学校 ４０人

１１月１８日 小川中学校 ３３人

・講演会

５月１７日 「馬頭広重美術館のはじまり」 ３０人

・コンサート

５月３日 チェロ演奏会 ７０人

３月１４日 アルパコンサート １１０人
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○図録発行

１０月１１日 広重東海道旅三昧 ８００部

○リニューアルオープン記念式典

３月１４日 記念式典 ７０人

９ 郷土資料館の運営

郷土の歴史、民俗等に関する資料を収集保存し、郷土への理解と意識の高揚を図る

ため、企画展等を開催した。

○展示会 郷土資料館

会 期 展示名 観覧者数 人

月 日 ～ 月 日
第 回企画展 合併 周年記念展

「ふるさとの宝－那珂川町の文化財－」

月 日 ～ 月 日 パネル展示「戦後８０年 戦争と那珂川町」

計 企画展 回、パネル展１回

○展示会関連行事

♢展示解説 １１月１６日 ７人

♢なかがわ化石観察隊‼ ５月１０日 ２９人

♢体験教室 なつやすみ体験教室 ８月２日 １２人

○普及啓発活動

♢古文書講座 毎週第３水曜日開催 １２回 登録 ２５人

○年間入館者数 ２，３１５人 開館日数 ２９１日

○郷土資料館管理

なす風土記の丘資料館の運営

史跡・資料等の適切な保存を図り、広く町内外の人々に公開するとともに、古代

那須の歴史への理解を深め、その学習の場を提供し、文化財愛護思想の普及高揚に

役立てるため企画展示、体験活動、普及啓発事業を開催した。

○展示会

会 期 展 覧 会 名 入館者数（人）

月 日 ～ 月 日
庁舎展示 「那珂川町の文化財発掘調査

－これまで・これから－」

月 日 ～ 月 日
特別展 「ふるさとの宝

－なす風土記の丘を中心に－」

月 日 ～ 月 日 特別陳列展「えと展 午を考古学する」

月 日 ～ 月 日 巡回展（連携展）「栃木の遺跡」
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計 連携展 回、特別展 回、特別陳列 回

○展示会関連行事

期 日 行 事 名
参加者数

（人）

月 日・ 月 日 特別展展示解説

月 日 史跡見学会（埼玉県本庄市・行田市）

月 日 史跡ウォーク（那珂川町内）

月 日 史跡見学会（壬生町・小山市）

月 日・ 月 日 えと展展示解説

月 日 特別講座「那珂川町の歴史を考える」講演会

月 日・ 月 日 巡回展展示解説

月 日 遺跡報告会

計

○啓蒙普及活動

♢刊行図書 年間活動記録集 ４００部

♢歴史解説員養成講座 １０回 ２０人

♢なす風土記講座 ５回 ２０４人

♢来館団体受け入れ 小学校 ５７校 ２，６４４人

一般団体 １２団体 ２４１人 計２，８８５人

♢体験講座 小中学校 ５５校 ２，５２３人

高等学校 １校 ２０人

個人 ３８７人

団体 １２団体 ２４１人 計３，１７１人

♢出前講座 小学校・中学校６校 ２１７人

高等学校 １校 ９８人

団体 ２９団体 ８６２人 計 １，１７７人

♢ミニ門松づくり １０人

♢古代米栽培 ５２人

○年間入館者数 ９，４８７人 開館日数 ２９７日

○なす風土記の丘資料館管理
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図書館

町民の生涯にわたる学習活動の拠点として、図書館資料の充実に努めるとともに

図書館活動の推進に努めた。その実施にあたっては、学校、関係機関、ボランティ

ア団体との密接な連携のもとに事業を実施し、町民の豊かな教養、情操を涵養する

ために積極的な文化、読書活動を展開した。また、電子図書館システムを広く町民

に利用してもらうために、広報活動を行い、小中学校との連携を図った。

○年間利用状況

♢登録者数 ７，４５５名

♢入館者数 ４６，５４６名

♢図書貸出冊数 ６９，８０８冊

○電子図書館システム

♢登録者数 １，８７１名

♢ログイン数 １，３６７回

♢コンテンツ貸出回数 １，５８９回

♢登録図書数 １２，１４０冊

○文化事業の開催と文化活動の推進

♢おはなし会 幼児～小学生対象 ５９回 ３１９名

♢読書会 全町民対象 ２４回 １２９名

♢俳句ポスト 全町民対象 １２回 １５８投句

♢ボードゲームを楽しもう 全町民対象 １回 ８名

♢あかちゃん向けおはなし会 乳児・保護者対象 ３回 １３組

♢電子図書館イベント 全町民対象 １回 １１名

♢郷土史講座 全町民対象 １回 １２名

♢七夕イベント 全町民対象 １５０名

♢夏休みイベント 幼児～小学生対象 ５１１名

♢こども司書体験 小学生 ４～６年生 ４回 ６名

♢雑誌付録抽選会 全町民対象 ２回 ３７７名

♢読書週間イベント 全町民対象 ４回 ５８９名

♢ハロウィンイベント 全町民対象 ７８名

♢図書館まつり 全町民対象 １回 １３６名

♢教育機関へのリサイクル本提供 ８０冊

♢本のリサイクルフェア 全町民対象 ２，６６０冊

♢クリスマスイベント 全町民対象 １１０名

♢クリスマスおはなし会 全町民対象 １２名
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♢冬休みイベント 全町民対象 １５０名

♢ぬいぐるみおとまり会 全町民対象 ２回 １８名

♢福祉施設への出張読み聞かせ 施設利用者 ６回 １０９名

♢ブックスタート 乳幼児・保護者対象 ６回 親子 ２７組

○図書館管理運営

♢那珂川町図書館指定管理委託料 ６７，２０４千円

３ 社会体育

スポーツを通じて、健康で生きがいのある生活を営み、明朗で連帯感に満ちた町づ

くりを進めるため、町民ひとり１スポーツを目標に、スポーツ人口の拡大に努めると

ともに各種のスポーツ大会、教室、研修講習会等を開催し、スポーツの普及及び振興

を図った。また、合併 周年を記念し、屋内水泳場を活用した水泳教室の実施や各種

スポーツ大会へ記念の冠を付して、町民がスポーツに親しむ機会の充実と関心・参加

意欲の向上を図った。

１ 体育施設・夜間照明施設・学校施設（体育施設）の利用状況

施 設 名 利用日数 日 利用団体数 延利用人数 人

体

育

施

設

総 合 体 育 館

馬 頭 西 体 育 館

小 川 体 育 館

健 武 体 育 館

武 茂 体 育 館

谷 川 体 育 館

大 山 田 体 育 館

小 川 南 体 育 館

小 川 武 道 館

小 川 弓 道 場

馬 頭 運 動 場

大 山 田 下 郷 運 動 場

小 川 運 動 場
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小 川 南 運 動 場

小 川 庭 球 場

屋 内 水 泳 場

合 計

（
う
ち
夜
間
照
明
）

馬 頭 運 動 場

大 山 田 下 郷 運 動 場

小 川 運 動 場

小 川 南 運 動 場

小 川 庭 球 場

馬 頭 東 小 運 動 場

合 計

学

校

体

育

施

設

馬 頭 小 学 校

校庭

体育館

馬 頭 東 小 学 校

校庭

体育館

小 川 小 学 校

校庭

体育館

馬 頭 中 学 校

校庭

体育館

小 川 中 学 校

校庭

体育館

合 計

校庭

体育館

〇体育施設維持管理

♢那珂川町体育施設指定管理委託料 ５２，２４３千円

♢屋内水泳場トレーニングマシン借上料 ５，２５５千円
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♢那珂川町総合体育館照明改修工事 ３５，１３４千円

♢社会体育施設再編計画策定

２ 社会体育活動の推進（各種体育行事の開催状況）

行 事 内 容 回数 回 日数 日 参加人数 人

○町民各種大会及び教室

・野球 ・ゴルフ ・ソフトボール ・スキー

・ゲートボール・水泳

・なかがわ清流マラソン・那珂川満喫歩け歩け大会

○各種地区及び県大会

・郡市町対抗駅伝、栃木県小学生駅伝

・県民スポーツ大会

３ スポーツ協会・スポーツクラブ等の育成

町スポーツ協会専門部（１５専門部）による自主活動の促進と指導運営体制の強

化及び支部（３１支部）の地域スポーツ活動の促進を図った。

また、スポーツ少年団（６団体）や総合型地域スポーツクラブの活動支援を行っ

た。

○スポーツクラブ（野球、ソフトボール、バレーボール、テニス、スポ－ツ少年団等）

♢スポーツクラブ ５２団体 ８４９人

♢スポーツ少年団 ６団体 １０５人

○総合型地域スポーツクラブ（まほろばの里スポーツクラブ）の育成

♢運営委員会の開催 ４回

♢定期教室 ハワイアンダンス、グラウンド・ゴルフ、卓球、３Ｂ体操、

ウォーキング、シニアソフトボール、かんたんストレッチ体操

♢小学生向け教室 子ども遊び塾、サッカー

４ スポーツの普及活動

○スポーツ傷害保険の加入促進

○生涯学習カレンダーの発行

災害復旧費関係

１ 公共土木施設災害復旧事業

大雨等により被災した公共土木施設について、災害復旧工事を実施した。

（単位：千円）

事 業 名 等 事 業 内 容 事 業 費 備考

公共土木施設災害復旧事業 普通河川災害復旧工事 件

− 37 −



主要施策の成果（特別会計）

ケーブルテレビ事業

ケーブルテレビ施設の適正な維持管理を行い、地上デジタル放送などの再放送サービス

のほか、インターネット接続などの情報通信サービスを提供するとともに、自主放送、文

字放送により積極的な行政情報等の提供に努めた。

また、那珂川町ケーブルテレビ光化基本計画に基づき、ケーブルテレビを核とした安心

安全を提供する取り組みとしてケーブルテレビ施設光化整備事業を推進した。

１ ケーブルテレビ施設の管理運営

○加入者件数

♢基本サービス ４，７７３件（８２％）

♢テレビ再放送サービス ４，０３８件（７０％）

♢インターネット接続サービス １，０１９件

○再放送サービス

♢地上デジタル放送 ８局

♢衛星ＢＳデジタル放送 ３６局

♢ＦＭラジオ放送 ３局

○主な事業

♢ケーブルテレビ施設指定管理業務 １４９，０００千円

♢伝送路移設工事 ２３，００６千円

○主な自主制作番組・自主事業

♢ なかがわ 収録９５回

♢企画番組 ７３タイトル

♢なかＴＶチョイス ８０タイトル

♢スマホ教室 １１日、４８人

○生中継番組

♢町議会定例会、臨時会 １６日

♢県営処分場ライブ放送 １１２チャンネルで全日放送

○広告放送

♢文字放送（無料） ２５９件

♢文字放送（有料） １２件

♢映像放送（無料） １７件

♢映像放送（有料） ０件
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２ ケーブルテレビ施設光化整備事業の推進

〇第３期ケーブルテレビ施設光化整備事業

♢事業対象地区 小川地区全域

♢整備工事、監理業務委託等 ８０５，２４４千円

♢光ファイバーケーブル敷設延長 １２１，３６０ｍ

♢引込工事軒数 １，３７８軒

国民健康保険事業

１ 療養の給付等

療養諸費費用額負担の状況は、次のとおりである。 単位：千円

区分 項 目 件 数 費 用 額 保険者負担分 一部負担金 他法負担分

一
般
被
保
険
者

療 養 の 給 付

療 養 費

計

２ その他の給付状況

被保険者の出産、死亡及び高額療養費に対して、次のとおり支給した。

○出産育児一時金 ４件 １，９１７千円

○葬祭費 ３１件 １，５５０千円

○高額療養費 ３，０１６件 １７９，８７４千円

♢一 般 ３，０１１件 １７９，７２５千円

♢一般被保険者高額介護合算 ５件 １４９千円

３ 国保世帯数、被保険者数の状況

○平均世帯数 ２，３５７世帯

○平均被保険者数 ３，６７８人

４ 保健事業関係

被保険者の健康保持増進と医療費適正化対策の状況は、次のとおりである。

○特定健診（ 歳以上） １，６４４人

○特定保健指導 ７０人

○医療費通知 延べ４，３５４通（２回実施）

○ジェネリック医薬品差額通知 １７通（２回実施）
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○人間（脳）ドック（ 歳以上） ３３９人

後期高齢者医療事業

高齢者の適切な医療費の確保を図るため、高齢者の医療の確保に関する法律に基づく医

療給付を実施した。

○栃木県後期高齢者医療広域連合納付金 ２４８，１５８千円

○ 〃 負担金（一般会計分） １３，６０１千円

○医療給付費負担金（一般会計分） ２６４，８９３千円

○平均被保険者数 ３，３２８人

○健康診査受診者 医療機関健診 ６０９人

集団健診 ７８５人

人間（脳）ドック １３７人

介護保険事業

第９期介護保険事業計画（令和６～８年度）に基づき、介護サービスの給付など、各種

介護保険事業を実施した。また、第１０期となる次期の介護保険事業計画（令和９～１１

年度）の策定に向けて、アンケート調査を実施した。

１ 被保険者の状況

〇第１号被保険者数（６５歳以上、令和７年度末時点） ６，１７７人

２ 認定申請及び認定の状況

被保険者からの認定申請は、６０６件であり、これらを調査したのち、認定審査会

にて審議され認定した。なお、令和７年度末の認定者数は１，０００人であり、詳細

は次のとおりである。

○要介護（要支援）認定者数（令和７年度末） 単位：人

要支援 要支援 要介護 要介護 要介護 要介護 要介護
計

号被保険者

号被保険者

計
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３ 利用及び給付状況

介護サービスの利用件数及び給付費について、その主な内訳は次のとおりである。

介護予防給付のうち、訪問介護・通所介護について、介護保険制度の地域支援事業

「介護予防・日常生活支援総合事業 総合事業 」に順次移行した。

○居宅介護サービス給付費 １１，４９０件 ５６８，８５３千円

○地域密着型居宅介護サービス給付費 １，７３４件 ３３７，９４０千円

○施設介護サービス給付費 ２，４３６件 ６４８，１１８千円

♢介護老人福祉施設 １，８１３件 ４６９，２９５千円

♢介護老人保健施設 ５６７件 １５７，８５６千円

♢介護医療院 ５６件 ２０，２５４千円

○居宅介護福祉用具購入費 ５９件 １，８９２千円

○居宅介護住宅改修費 ３２件 ２，８３７千円

○居宅介護サービス計画給付費 ５，４７１件 ７３，１３４千円

○介護予防サービス給付費 １，０６５件 １６，１５６千円

○地域密着型介護予防サービス給付費 ２１件 １，４５４千円

○介護予防福祉用具購入費 １２件 ３９２千円

○介護予防住宅改修費 ８件 ７８８千円

○介護予防サービス計画給付費 ９１０件 ４，１６３千円

○高額介護サービス費 ２，９７３件 ３９，３３５千円

○高額医療合算介護サービス費 １３１件 ３，９２３千円

○特定入所者介護サービス給付費 ２，０７３件 ７６，９５９千円

４ 地域支援事業

要支援・要介護状態になる前からの介護予防とともに、また、介護が必要な状態に

移行しても、できる限り自立した日常生活を営めるように、次の事業を実施した。

１ 介護予防・日常生活支援総合事業

○介護予防・生活支援サービス事業

要支援認定者と基本チェックリストに該当する事業対象者に、介護予防・日常生

活支援総合事業を実施した。

♢訪問現行相当サービス ２８７件 ４，３８３千円

♢通所現行相当サービス ７３５件 １７，４６７千円

♢通所Ｃ（短期集中型） １５人 ８６７千円

♢生活支援サービス（配食サービス） １４人 ８１２千円

♢介護予防ケアマネジメント（委託分） 委託４９５件 ２，４１８千円
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○一般介護予防事業

一般高齢者を対象として、運動指導士や介護予防ボランティアによる運動を中心

とした介護予防教室を実施した。また、高齢者の介護予防と地域づくりに貢献する

介護予防ボランティアの育成を行った。

♢転ばん運動教室 ４８回 ６４４人

♢脳活いきいきたいむ ４８回 ４３０人 

♢介護予防ボランティア研修会・交流会 ３回 ６０人 

♢フレイル予防サポーター養成講座   １回  ２０人 

♢水中運動教室 ２４回  ２８９人 

２ 包括的支援事業

○総合相談事業

閉じこもり、認知症、うつ等のおそれのある高齢者を対象に、社会福祉士・保健

師等の専門職による相談、指導を実施した。

♢介護相談件数 １８７件

○権利擁護事業 虐待 ４件

○在宅医療・介護連携推進事業 南那須医師会に一部委託

高齢者が住み慣れた地域で自分らしい暮らしを続けられるように、医療関係者と

介護事業等の関係者の連携を推進した。

♢多職種連携会議・全体研修会 ６回

○生活支援体制整備事業

♢生活支援コーデイネーター業務 那珂川町社会福祉協議会に委託

高齢者が活動する場の確保、不足するサービスの開発等基盤整備に向けた取り

組みを実施した。

♢介護事業者部会・ケアマネジメント部会合同研修会 ４回 ５８人

○認知症総合支援事業

認知症地域支援推進員を配置し、医療・介護・地域の連携や認知症の方とその家

族の相談業務及び居場所づくりを実施した。

♢オレンジカフェちょっくら ２４回 １６４人

♢男の脳いきいき教室（健康マージャン） ２回 １１名

○地域ケア会議推進事業

♢地域ケア会議 ５回 １００人

３ 任意事業

○家族介護支援事業

♢家族介護者交流会 １０回 １００人

♢紙おむつ購入費用助成事業（住民税非課税者） ５３７件 ６，９３１千円
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○認知症サポーター養成講座 ８回 １９９人

○配食サービス（生活支援サービスの対象者は除く） ５２人 ２，１６８千円

５ 保健福祉事業

○保健福祉事業

♢紙おむつ購入費用助成事業（住民税課税者） ９９件 １，１８６千円

♢通いの場創出事業

健康マージャン教室 ６回 延べ１１５人

ｅスポーツ教室 ６回 ５０人
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決 算 関 係 参 考 資 料
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△ 61,777,125 △ 31.0

△ 0.2歳　 　　　入

歳　 　　　出介 護 保 険 特 別 会 計

歳入･歳出差引残額

△ 3,797,435 

（単位：円）

決 算 額 の 前 年 度 決算額の前年度との

と の 比 較 増 減 比較増減割合（％）

令和６・７年度  那珂川町一般会計及び特別会計決算額総括表

△ 217,585,158 △ 16.5

△ 2.3△ 1,038,379 歳入･歳出差引残額

△ 2.2

△ 217,213,158 △ 16.7

△ 372,000 

決　算　額

歳入･歳出差引残額

歳　 　　　入

歳　 　　　出

予　算　額年度

歳　 　　　出

歳入･歳出差引残額

歳　 　　　入

歳入･歳出差引残額

歳　 　　　出

会     計    名 区　　　　分

歳　 　　　入

一 般 会 計

国 民 健 康 保 険

特 別 会 計

歳　 　　　入

歳　 　　　出

ケ ー ブ ル テ レ ビ 事 業

特 別 会 計

後 期 高 齢 者 医 療

特 別 会 計

−
4
4
−



△ 61,777,125 △ 31.0

△ 0.2歳　 　　　入

歳　 　　　出介 護 保 険 特 別 会 計

歳入･歳出差引残額

△ 3,797,435 

−
4
5
−



（単位：円）

予算対 調定対 歳入計対

△ 413,000 

△ 541,820 

△ 83,000 

△ 5,172,690 

△ 4,518,630 

令和６・７年度  款 別 決 算 額 比 較 表

予算現額と収
入済額の比較

株式等譲渡所得 割交 付金

調 定 額 収 入 済 額科 目 年度 予 算 現 額

法 人 事 業 税 交 付 金

収入未済額不納欠損額
収入割合（％）

町 税

配 当 割 交 付 金

地 方 譲 与 税

利 子 割 交 付 金

１　一般会計

歳　　　　　　　　入

地 方 特 例 交 付 金

分 担 金 及 び 負 担 金

地 方 消 費 税 交 付 金

ゴルフ場利用税交付金

交通安全対策特 別交 付金

地 方 交 付 税

環 境 性 能 割 交 付 金

−
4
6
−



（単位：円）

予算対 調定対 歳入計対

△ 597,196 

△ 3,953,268 

△ 331,084,901 

△ 165,025,163 

△ 79,298,160 

△ 28,791,629 

△ 27,364,263 

△ 1,969,000 

△ 1,069,000 

△ 91,600,000 

△ 53,200,000 

△ 37,936,909 

科 目

使 用 料 及 び 手 数 料

町 債

県 支 出 金

国 庫 支 出 金

年度

繰 越 金

調 定 額 収 入 済 額予 算 現 額

財 産 収 入

不納欠損額
予算現額と収
入済額の比較

収入割合（％）
収入未済額

繰 入 金

合                    計

寄 附 金

諸 収 入

−
4
7
−



（単位：円）

予算対 調定対 歳入計対

△ 124,105 

△ 7,138,330 

△ 146,000 

△ 29,094 

△ 29,220 

△ 7,437,484 

（単位：円）

予算対 歳出計対

町 債

合　　　　　　　　　計

年度

ケーブルテレビ事業費

合                  計

収入割合（％）予算現額と収
入済額の比較

備 考

国 庫 支 出 金

科 目

諸 収 入

不納欠損額

執行割合（％）

繰 越 金

使 用 料 及 び 手 数 料

支 出 済 額

年度 予 算 現 額 調 定 額 収 入 済 額

不 用 額予 算 現 額

収入未済額

歳　　　　　　　　入

２　ケーブルテレビ事業特別会計

予 備 費

公 債 費

歳　　　　　　　　出

繰 入 金

科 目

分 担 金 及 び 負 担 金

（単位：円）

予算対 歳出計対

商 工 費

議 会 費

公 債 費

歳　　　　　　　　出

科 目

消 防 費

土 木 費

教 育 費

災 害 復 旧 費

衛 生 費

不用額のうち483,914,000は繰越明許費

不用額のうち183,426,000は繰越明許費

総 務 費

民 生 費

    合　　　　　　　　計

諸 支 出 金

年度 予 算 現 額 支 出 済 額

不用額のうち39,609,000は繰越明許費

不用額のうち8,500,000は繰越明許費

不用額のうち54,056,000は繰越明許費

不 用 額
執行割合（％）

備 考

不用額のうち169,129,000は繰越明許費

不用額のうち218,500,000は繰越明許費

不用額のうち80,906,000は繰越明許費

不用額のうち2,857,000は繰越明許費

不用額のうち12,470,000は繰越明許費

不用額のうち27,494,000は繰越明許費

不用額のうち10,218,000は繰越明許費

不用額のうち43,601,000は繰越明許費

農 林 水 産 業 費

予 備 費

−
4
8
−



（単位：円）

予算対 調定対 歳入計対

△ 124,105 

△ 7,138,330 

△ 146,000 

△ 29,094 

△ 29,220 

△ 7,437,484 

（単位：円）

予算対 歳出計対

町 債

合　　　　　　　　　計

年度

ケーブルテレビ事業費

合                  計

収入割合（％）予算現額と収
入済額の比較

備 考

国 庫 支 出 金

科 目

諸 収 入

不納欠損額

執行割合（％）

繰 越 金

使 用 料 及 び 手 数 料

支 出 済 額

年度 予 算 現 額 調 定 額 収 入 済 額

不 用 額予 算 現 額

収入未済額

歳　　　　　　　　入

２　ケーブルテレビ事業特別会計

予 備 費

公 債 費

歳　　　　　　　　出

繰 入 金

科 目

分 担 金 及 び 負 担 金

−
4
9
−



（単位：円）

予算対 調定対 歳入計対

△ 2,000 

△ 4,000 

△ 76,800 

△ 80,400 

△ 1,000 

△ 1,000 

△ 149,468,984 

△ 227,153,422 

△ 1,000 

△ 1,000 

△ 132,397,311 

△ 206,319,454 

国 民 健 康 保 険 税

不納欠損額年度科 目

３　国民健康保険特別会計

調 定 額 収入未済額

合　　　　　　　計

収 入 済 額予 算 現 額
収入割合（％）予算現額と収

入済額の比較

歳　　　　　　　　入

繰 入 金

使 用 料 及 び 手 数 料

国 庫 支 出 金

一 部 負 担 金

諸 収 入

県 支 出 金

財 産 収 入

繰 越 金

−
5
0
−



（単位：円）

予算対 歳出計対

基 金 積 立 金

年度

保 健 事 業 費

共 同 事 業 拠 出 金

支 出 済 額 不 用 額

諸 支 出 金

予 備 費

    合　　　　　　　　計

備 考
執行割合（％）

予 算 現 額

歳　　　　　　　　出

総 務 費

保 険 給 付 費

国民健康保険事業費納付金

公 債 費

科 目

−
5
1
−



４　後期高齢者医療特別会計

（単位：円）

予算対 調定対 歳入計対

△ 748,400 

△ 953,523 

△ 1,336,125 

△ 2,041,668 

（単位：円）

予算対 歳出計対

不納欠損額科 目

繰 越 金

国 庫 支 出 金

合                  計

歳　　　　　　　　出

後期高齢者医療保険料

予 備 費

歳　　　　　　　　入

諸 収 入

後期高齢者健診事業費

諸 支 出 金

支 出 済 額 不 用 額予 算 現 額年度

年度 予 算 現 額 調 定 額 収 入 済 額
予算現額と収
入済額の比較

備 考
執行割合（％）

収入未済額
収入割合（％）

使 用 料 及 び 手 数 料

繰 入 金

総 務 費

合                計

科 目

後 期 高 齢 者 医 療
広 域 連 合 納 付 金

−
5
2
−



（単位：円）

予算対 調定対 歳入計対

△ 24,732,867 

△ 17,082,000 

△ 412,130 

△ 4,000 

△ 6,012,000 

△ 24,549 

△ 1,000 

△ 1,000 

財 産 収 入

５　介護保険特別会計

使 用 料 及 び 手 数 料

予算現額と収
入済額の比較

不納欠損額
収入割合（％）

収入未済額

介 護 保 険 料

歳　　　　　　　　入

支 払 基 金 交 付 金

町 債

予 算 現 額科 目

国 庫 支 出 金

県 支 出 金

諸 収 入

合                  計

収 入 済 額年度

繰 入 金

繰 越 金

調 定 額

−
5
3
−



（単位：千円，％）

性 質 別 歳 出 の 内 訳　（一般会計）

区 分 年度 決 算 額 構成比 区 分 年度 決 算 額 構成比

　1　人件費 　７　災害復旧事業費

　　　　うち職員給 　８　公債費

　２　物件費 　９　積立金

　６　普通建設費 　　　合　　　　　計

　　　うち補助事業費

　　　うち単独事業費

　３　維持補修費 　10　投資及び出資金

　４　扶助費 　11　貸付金

　５　補助費等 　12　繰出金

（単位：円）

予算対 歳出計対

財政安定化基金拠出金

地 域 支 援 事 業 費

予 備 費

諸 支 出 金

公 債 費

年度

歳　　　　　　　　出

科 目 不 用 額支 出 済 額

合                計

基 金 積 立 金

保 険 給 付 費

備 考
執行割合（％）

総 務 費

予 算 現 額

保 健 福 祉 事 業 費

−
5
4
−



（単位：千円，％）

性 質 別 歳 出 の 内 訳　（一般会計）

区 分 年度 決 算 額 構成比 区 分 年度 決 算 額 構成比

　1　人件費 　７　災害復旧事業費

　　　　うち職員給 　８　公債費

　２　物件費 　９　積立金

　６　普通建設費 　　　合　　　　　計

　　　うち補助事業費

　　　うち単独事業費

　３　維持補修費 　10　投資及び出資金

　４　扶助費 　11　貸付金

　５　補助費等 　12　繰出金

−
5
5
−



１　一般会計 （単位：千円）

元 金 利 子 計

一 般 単 独 事 業 債

災 害 復 旧 事 業 債

教育・福祉施設等整備事業債

緊 急 防 災 ・ 減 災 事 業 債

過 疎 対 策 事 業 債

財 源 対 策 債

減 収 補 て ん 債

減 税 補 て ん 債

臨 時 財 政 対 策 債

県 貸 付 金

合 計

２　ケーブルテレビ事業特別会計 （単位：千円）

元 金 利 子 計

ケ ー ブ ル テ レ ビ 事 業 債

令和６年度末
現 在 高

令和７年度末
現 在 高

令和７ 年度
発 行 額

令 和 ７ 年 度 元 利 償 還 金

令和７ 年度
発 行 額

町 債 目 的 別 現 在 高 の 状 況

令和７年度末
現 在 高

区 分

令和６年度末
現 在 高

区 分
令 和 ７ 年 度 元 利 償 還 金

−
5
6
−



３　那珂川町　計 （単位：千円）

元 金 利 子 計

一般会計・特別会計 合計

令和７年度末
現 在 高

区 分
令和６年度末
現 在 高

令和７ 年度
発 行 額

令 和 ７ 年 度 元 利 償 還 金

１　一般会計 （単位：千円）

元 金 利 子 計

一 般 単 独 事 業 債

災 害 復 旧 事 業 債

教育・福祉施設等整備事業債

緊 急 防 災 ・ 減 災 事 業 債

過 疎 対 策 事 業 債

財 源 対 策 債

減 収 補 て ん 債

減 税 補 て ん 債

臨 時 財 政 対 策 債

県 貸 付 金

合 計

２　ケーブルテレビ事業特別会計 （単位：千円）

元 金 利 子 計

ケ ー ブ ル テ レ ビ 事 業 債

令和６年度末
現 在 高

令和７年度末
現 在 高

令和７ 年度
発 行 額

令 和 ７ 年 度 元 利 償 還 金

令和７ 年度
発 行 額

町 債 目 的 別 現 在 高 の 状 況

令和７年度末
現 在 高

区 分

令和６年度末
現 在 高

区 分
令 和 ７ 年 度 元 利 償 還 金

−
5
7
−



３　合併振興基金
（単位：円）

４　地域振興基金
（単位：円）

基 金 額 基 金 運 用

区 分 金 額 区 分 金 額

前 年 度 繰 越 金 一般会計へ繰出し(預金利子分)

預 金 利 子 一般会計へ繰出し

本 年 度 積 立 金

合 計 合 計

年 度 末 高 （ 翌 年 度 へ の 繰 越 金 ）

基 金 額 基 金 運 用

区 分 金 額 区 分 金 額

前 年 度 繰 越 金 一般会計へ繰出し(預金利子分)

預 金 利 子 一般会計へ繰出し

本 年 度 積 立 金

合 計 合 計

年 度 末 高 （ 翌 年 度 へ の 繰 越 金 ）

１　財政調整基金
（単位：円）

２　減債基金
（単位：円）

基 金 運 用 状 況 報 告

基 金 額 基 金 運 用

区 分 金 額 区 分 金 額

前 年 度 繰 越 金 一般会計へ繰出し(預金利子分)

預 金 利 子 一般会計へ繰出し

本 年 度 積 立 金

合 計 合 計

年 度 末 高 （ 翌 年 度 へ の 繰 越 金 ）

基 金 額 基 金 運 用

区 分 金 額 区 分 金 額

前 年 度 繰 越 金 一般会計へ繰出し(預金利子分)

預 金 利 子 一般会計へ繰出し

本 年 度 積 立 金

合 計 合 計

年 度 末 高 （ 翌 年 度 へ の 繰 越 金 ）

−
5
8
−



３　合併振興基金
（単位：円）

４　地域振興基金
（単位：円）

基 金 額 基 金 運 用

区 分 金 額 区 分 金 額

前 年 度 繰 越 金 一般会計へ繰出し(預金利子分)

預 金 利 子 一般会計へ繰出し

本 年 度 積 立 金

合 計 合 計

年 度 末 高 （ 翌 年 度 へ の 繰 越 金 ）

基 金 額 基 金 運 用

区 分 金 額 区 分 金 額

前 年 度 繰 越 金 一般会計へ繰出し(預金利子分)

預 金 利 子 一般会計へ繰出し

本 年 度 積 立 金

合 計 合 計

年 度 末 高 （ 翌 年 度 へ の 繰 越 金 ）

−
5
9
−



５　土地開発基金
（単位：円、㎡）

預 金 土 地 金 額

預 金 利 子

本 年 度 積 立 金

６　福祉基金
（単位：円）

区 分 金 額
内 訳

年度末高（翌年度への繰越金）

基 金 運 用

区 分

前 年 度 繰 越 金
一般会計へ繰出し
 (預金利子)

一般会計へ繰出し

土 地 購 入

一 般 会 計 へ 売 却

合 計 合 計

内訳の（　)書きは、土地の面積

基 金 額 基 金 運 用

区 分 金 額 区 分 金 額

前 年 度 繰 越 金 一般会計へ繰出し(預金利子分)

預 金 利 子 一般会計へ繰出し

本 年 度 積 立 金

合 計 合 計

年 度 末 高 （ 翌 年 度 へ の 繰 越 金 ）

−
6
0
−



７　森林環境整備基金
（単位：円）

８　公共施設整備基金
（単位：円）

基 金 額 基 金 運 用

区 分 金 額 区 分 金 額

一般会計へ繰出し(預金利子分)

預 金 利 子 一般会計へ繰出し

前 年 度 繰 越 金

本 年 度 積 立 金

合 計 合 計

年 度 末 高 （ 翌 年 度 へ の 繰 越 金 ）

基 金 額 基 金 運 用

区 分 金 額 区 分 金 額

一般会計へ繰出し(預金利子分)

預 金 利 子 一般会計へ繰出し

前 年 度 繰 越 金

本 年 度 積 立 金

合 計 合 計

年 度 末 高 （ 翌 年 度 へ の 繰 越 金 ）

−
6
1
−



９　教育文化基金
（単位：円）

１０　奨学基金
（単位：円）

基 金 額 基 金 運 用

区 分 金 額 区 分 金 額

前 年 度 繰 越 金 一般会計へ繰出し(預金利子分)

預 金 利 子 一般会計へ繰出し

本 年 度 積 立 金

合 計 合 計

年 度 末 高 （ 翌 年 度 へ の 繰 越 金 ）

基 金 額 基 金 運 用

区 分 金 額 区 分 金 額

一般会計へ繰出し(預金利子分)

預 金 利 子 一般会計へ繰出し

前 年 度 繰 越 金

本 年 度 積 立 金

合 計 合 計

年 度 末 高 （ 翌 年 度 へ の 繰 越 金 ）

−
6
2
−



（単位：円）

（単位：円）

１１　菊池俊男奨学基金

基 金 額 基 金 運 用

区 分 金 額 区 分 金 額

前 年 度 繰 越 金 一般会計へ繰出し(預金利子分)

預 金 利 子 一般会計へ繰出し

本 年 度 積 立 金

合 計 合 計

年 度 末 高 （ 翌 年 度 へ の 繰 越 金 ）

１２　国民健康保険財政調整基金

基 金 額 基 金 運 用

区 分 金 額 区 分 金 額

前 年 度 繰 越 金 国民健康保険特別会計へ繰出し(預金利子分)

預 金 利 子 国民健康保険特別会計へ繰出し

本 年 度 積 立 金

合 計 合 計

年 度 末 高 （ 翌 年 度 へ の 繰 越 金 ）

−
6
3
−



（単位：円）

前 年 度 繰 越 金

１３　介護給付費準備基金

基 金 額 基 金 運 用

区 分 金 額 区 分 金 額

介護保険特別会計へ繰出し(預金利子分)

預 金 利 子 介護保険特別会計へ繰出し

本 年 度 積 立 金

合 計 合 計

年 度 末 高 （ 翌 年 度 へ の 繰 越 金 ）

−
6
4
−



− 65 −
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